
 

 

 

 

 

 

ぬくもりに包まれて 
校長 辻 英一 

 

 学校生活がスタートして、早１か月がたとうとしています。広沢小学校の子供たちの様子をどの

ようにお感じですか。保護者の視点で考えると、わが子が元気で楽しく学校生活を送れているかな、

友だちができたかな、などが気になるところでしょうか。また、地域の一員としての視点で考えれ

ば、４月から新学年がスタートして、今年度の広沢小学校の子供たちはどうかな、コロナに負けず

みんな頑張っているかな、など、様々に感じられていることと存じます。  

 学校での子供たちは、とても元気で活発です。敷地の入口で登校指導をしていると、元気にあい

さつをしてくれる子がたくさんいます。はじめのころは少し戸惑いながら目線だけこちらに向けて

いた子も、少しずつ声を出してあいさつしてくれるようになりました。先日、近所の様子を知ろう

と、自転車で地域を回っていたら、「こんにちは」とあいさつしてくれる子や「あっ、校長先生だ」

とつぶやいてくれる子など、気に留めてくれた子がたくさんいてくれて、とても嬉しくなりました。  

 

 春は出会いと別れの季節ともいいますが、それにちなんだ行事がありました。「１年生を迎える会」

と「離任式」です。 

 「１年生を迎える会」は、例年、全校児童が体育館に集まって行われる行事ですが、コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から、今年度は、体育館にいる１年生に、各学年が自分たちの出番の時

だけ来て発表する方式（私たちは「ところてん方式」と呼んでいます。）で行いました。その様子は

各学級のモニタで見られるよう、映像として配信され、全校でその時間を共有しました。まだ学校

生活に慣れていない１年生が、２年生から６年生のお兄さんお姉さんたちの発表の様子に目を輝か

せ、笑顔で楽しんでいる様子がとても印象的でした。  

 「離任式」も本来は２年生以上の子供たちが体育館に集まって行われる行事ですが、こちらも１

年生を迎える会同様、お越しいただいた先生方と各学級の代表の子供たちだけが体育館に集まり、

そのやりとりの様子を各学級に映像として配信し、全校で共有しました。最後に子供たちのいる全

ての教室を去られた先生方が歩いて回り、廊下と教室から最後のお別れをしました。大きく手を振

ってくれる子や笑顔で拍手を送ってくれる子、中には涙を流す子もいました。終了後、職員室で去

られた先生方から一言ずついただきましたが、どの先生方からも、このコロナ禍において、子供た

ちのこのような触れ合いができたことに感謝の意を表されていました。 

 

 広沢小学校に来て、私はこの４月に「ぬくもり」を感じました。「ぬくもり」は「温もり」と書く

ように、「温かみ、温かさ」のことです。 

 「あたたかい」は「暖かい」や「温かい」の漢字が当てられ、「寒い」や「冷たい」の対義語です

が、「温もり」で使う「温かい」は「冷たい」の対義語で、辞書等で調べてみると、気温のように体

全体で感じる「暖かい」に対して、部分で感じたり、心で感じたりする「温かい」なのだそうです。  

 そう考えると、「温もり」は、一人一人の心の「温かさ」によるものでしょうか。私が感じた「温

もり」は、例えばあいさつの時のアイコンタクトであったり、行事に一生懸命な子供たちの表情で

あったり、大きく手を振る様子であったり、流す涙であったり…と、一人一人の強い思いの触れ合

いではないでしょうか。子供たちの「ぬくもり」は、広沢小学校を「暖かく」包んでくれました。  

 

 令和の新しい教育は、先行き不透明な世の中や、テクノロジーが高度に発展した世の中を、今の

子供たちが活躍できる力の育成が志向され、主体的な学びやＩＣＴの活用等がクローズアップされ

ますが、その手法から生み出される成果や価値が、知識や技能、思考や判断、表現等にとどまらず、

「人間性」にまで言及しているのが新しい学習指導要領による学びの方向性です。新しい学びに「ぬ

くもり」はとても大切なことです。 

 私は、言葉や形に表しにくい「ぬくもり」を見事に表してくれた子供たちに感謝の意を表すとと

もに、これからの学びの在り方を改めて考えさせられました。  

 広沢小学校の新たな学びを考えていく旅のスタートです。  

  

【学校教育目標】 ひろい心でさわやかに              

  広 沢 小 だよ り 
5 月号 http://hirosawa.wako-city.ed.jp/ 和光市広沢１－５ ☎ ４６４－１１４９ 
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５月の行事予定 

日 曜 主 な 行 事 

１ 土  

２ 日  

３ 月 憲法記念日 

４ 火 みどりの日 

5 水 こどもの日 

6 木 心臓検診（1 年） 

７ 金 耳鼻科検診（2、3、6 年）・市教研（15：15 下校） 

８ 土  

９ 日  

10 月 クラブ活動 

11 火 保護者会役員引継ぎ会 10：00 

12 水 県学力・学習状況調査（4～6 年）・尿検査二次① 

13 木 尿検査二次② 

14 金 ＜提出締切日：希望個人面談＞ 

15 土  

16 日  

17 月 保護者除草作業 8：30 

18 火  

19 水  

20 木  

21 金  

22 土 開校記念日 

23 日  

24 月 お弁当の日 

25 火  

26 水  

27 木 全国学力・学習状況調査（6 年） 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

６月の主な行事予定 

1 火 新体力テスト（～４日まで） 

8 火 プール開き 

18 金 支援担当学校訪問（5 時間授業） 

《広沢小の欠席・遅刻等連絡方法》 
広沢小では、欠席・遅刻等連絡は「さくら連絡網」でなく、Google フォームを活用したオンライ 
ンによる連絡受付を行っています。QR コードにアクセスし、以下６点をご入力の上、送信ボタン 
を押してください。①クラス ②児童名 ③欠席（遅刻）する日 ④欠席/遅刻の状況  
⑤詳しい理由（遅刻の場合は登校予定時刻もお知らせください。）⑥連絡が可能な電話番号 

 

＜音声対応機能付留守番電話＞ 

和光市内の小・中学校では「音声対応機能付留守

番電話」を導入しています。応対時間は午前７時３

０分～午後６時となっております。春季・夏季・冬

季・学年末休業期間中における応対時刻は、午前８

時３０分～午後５時となります。 

なお、上記以外の時間帯における緊急時につきま

しては、和光市教育委員会学校教育課（０４８－４

６４－１１１１）までご連絡ください。 

＜運動会の延期について＞ 
４月２５日に発令された「まん延防止等重点措置」

並びにコロナの感染状況の悪化等により、５月２２

日（土）に予定していた運動会を延期します。これ

を受けて、5 月２２日（土）と２３日（日）はお休み

となり、２４日（月）は通常の５時間授業でお弁当

が必要になります。運動会の開催日や内容等につき

ましては、今後検討し決定次第ご連絡いたします。 

なお、５月１７日（月）の除草作業については校

内の学習環境整備のため、できる範囲で実施したい

と思います。 

 

  

 

＜1 年生を迎える会＆離任式＞ 

4 月 22 日（木）に 1 年生を迎える会を実施しまし

た。例年ならば全校生が体育館に集まって行う行事

でありますが、1 年生が体育館にいて、6 年生から順

番に入れ替わりで出し物を披露しました。1 年生は 4

年生からもらった王冠を身につけ、2 年生からは朝

がおの種をもらう等、楽しい時間になったことと思

います。 

4 月 23 日（金）は、昨年度広沢小にいらした 7 名

の先生をお迎えし、離任式を行いました。作文と読

む児童と花束を渡す児童だけが体育館に集まり、こ

の様子は各学級へ動画配信されました。式の終了後

は、去られた先生が各教室を回り、廊下からではあ

りますが全校生とお別れができました。 

 

＜ご家庭での学習用タブレットの利用ついて＞ 

一人一台タブレットが配備されました。今後はご

家庭でも学校のタブレットを活用した学習を計画し

ています。そこで、タブレット持ち帰りのための同

意書を連休明けに赤ファイルで配付しますので、ご

確認のうえ、ご提出をお願いします。 

 

 

  

 


